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充実した時間が 熱中する姿が

子供たちの豊かな未来をつくる。

私たちにできること。

子供たちとできること。

楽しく学びのある『たのまな』の実現
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本校の研究の流れ

2016～ アクティブラーニング時代の授業づくり

2020～ 自分らしく未来を生きる力を育む授業づくり

2023～ 子供たちの内面を『豊か』にする音楽・図画工作/
  美術・体育/保健体育の授業づくり

・刻々と変わる予測が難しい社会で、自分らしく、豊かに生きるため
どんな学びを提供できるかを考え令和５年度から教育課程を更新。

・音楽・図画工作/美術・体育/保健体育を重視した教育課程に合わせた研究をスタート。

・自分の「思い」を純粋に直感的に表現できる音・美・体ならば、
内面の変化を捉えやすい。

・音・美・体は「生涯学習」という視点からも重要な教科。

それらを充実させることは、子供の内面や生活の充実を図ることにつながる。

・音・美・体での経験が、自己形成や自己実現に寄与する。

自分らしく
未来を生きる、

豊かに生きるために、
音・美・体から
始めよう。



【運動】

感覚の意味付け

(気持ち・感情etc)

知覚

心の中のイメージ

置換え（言葉 数字）

表象

知識の枠組み・構造

概念

（昨年）作品制作

体を動かす 話す

表現

視覚・聴覚・触覚

味覚・嗅覚・体性感覚

感覚

音楽

図工
体育 国語

算数

【認知】

自分の思いをより純粋に、直感的に表現できる 内面の変化を捉えやすい

Q 音・美・体 の特徴は？

A 「認知」よりも前の段階にアプローチをすることが可能



１年目の図画工作はどう考えたの？

感 覚 知 覚 表 象 概 念

体育図工音楽

感覚・知覚へアプローチ

認識中心の教科

「やってみたい」楽しい環境を整える

屋外

粘土

土・草木

広い場所

「やってみたい！」
環境設定（場所×素材）

素材と関わり
自由に遊ぶ

楽しみ尽くして
残ったもの・場

が作品

・作品の完成ではなく、制作過程にフォーカス。
・児童が自分からやりたいことをする。自由度の高い活動 意欲up
・児童がやりたい感覚刺激の遊びを通して、感覚・知覚の段階にアプローチ
・感覚・知覚の段階の経験が、その後の認知（表象等）の段階に効いてくる可能性。

表 現

紹介映像



・図工・美術との共通点は、魅力的な題材 やってみたい！ 夢中になっちゃう
・一生運動を楽しめる人の育成を目指す。「運動しようよ」 「いいね！」 楽しい！くやしい！…またやりたい！
・運動を好きになるように、運動に対する良いイメージの形成を促す 知覚（運動＝楽しい！好き！）に作用する。

２年目の体育/保健体育はどう考えたの？

感 覚 知 覚 表 象 概 念

体育図工音楽

運 動

楽しさ

ゲーム性 スポーツ

小学部 高等部中学部 卒業後

様々な運動の特性 価値

知識の枠組みを形成

（体育科の見方・考え方）
運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に…

認識中心の教科

やってみたい！楽しい環境を体育で作る

学習記録や内面の変化の可視化

「体育」としてのポイント

特別支援学校としての安全配慮

夢中になる教材・内容

【目指した授業】

紹介映像



３年目の音楽の取り組みは？

感 覚 知 覚 表 象 概 念

体育図工音楽

表 現

音楽的な見方・考え方を働かせる力を培う

認識中心の教科

心地いい！やってみたい！楽しい環境を音楽で作る

私達の生活に深く結び付いている音楽に
興味や関心をもって関わってほしい。

音楽に対する
感性を働かせる

音や音楽を、
音楽を形づくっている要素

とその働きで捉える

捉えたことと、
自己のイメージや感情、
生活や社会、伝統や文化
などと関連付けること

音楽科の学習が成立する前提 音楽科の学習の対象である、
「音や音楽」を捉える視点

人間にとっての「音や音楽」
の存在意義

中学部 小学部 高等部



子供たちの内面を『豊か』にする音楽・図画工作/美術・体育/保健体育の授業づくり

・自分の「思い」を純粋に直感的に表現できる音・美・体ならば、
内面の変化を捉えやすい。

・音・美・体は「生涯学習」という視点からも重要な教科。

それらを充実させることは、子供の内面や生活の充実を図ることにつながる。

・音・美・体での経験が、自己形成や自己実現に寄与する。

児童生徒の内面の変化を捉えるには？

エピソード記録による、増えていく「実態・記録シート」

音楽科の学習を充実させるには？

学習の経験をどう記録するか？



単元目標×個別目標×児童の記録（実態として活用）
本研究では児童の実態および学習を進めていく際の記録として活用。

児童生徒の学習記録や内面の変化を可視化 授業や支援の改善へ

好きな動物の声を選ぶ

個別の題材目標
学習する集団全員に共通する題材目標か
ら、個別の目標をキーワードで設定。

題材目標
学習指導要領を基に、学習する集団全員
に共通する目標を記述。知識及び技能/思
考力・判断力・表現力/学びに向かう力・人
間性の3観点。

児童生徒を見取る視点
この視点で児童の様子を振り返る。エピ
ソード記録形式で記入。児童の活動記録
として用いることが可能。

この題材で学んでほしい要素

〇何度か取り組み、見通しがもてて
いる活動（音を聴く、リズムに合わ
せて体を動かす、腹式呼吸、発声
練習等）には促さなくても自分か
ら取り組んでいる。

〇自分から好きな動物の鳴き声を
選んでいる。

自分から進んで



指導案について

音楽を形づくっている要素の記載

「音楽科」として、本題材で学んでほしい「音楽を
形づくっている要素」を示す。授業者は、活動中にこ
の要素を意識して支援する。

補足表記
「音楽科として」留意した点や、特別支援学校の授
業として、発達段階を考えて工夫した点を補足とし
て記載した。

研究対象として設定した児童のビブス番号を記載



中・高等学部展示にて一緒にお話しさせていただきたいこと

Q 音楽に対する感性を働かせる姿とは？

Q 高等部卒業後の音や音楽との関わり方を踏まえ、在学中に私
たち教師ができることは何か

感性を働かせる姿と聞いて、どんなイメージをもつでしょうか？



小学部協議で一緒にお話しさせていただきたいこと

Q 児童の障害や、それに伴う特性を踏まえることと、音楽科
としての教科を指導することの両輪を大切にする授業とは？

Q 音楽の授業における児童の内面をどう捉えるか？

教材 場の設定 内容 準備 発達段階・・・様々な要因があると思います。

まだまだ授業に向かう意識が充分ではない段階において、

どう授業へ引き付けるのか 音楽科の授業として大切にすべき点は何か

本研究で用いている「増えていく」実態・記録シートはどうか？
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